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第137号平成31年3月15日 県民児協だより

　人口7,300人余りと小さな自治体ですが、真鶴町民児
協は、“小さな町で、みんなで育てる”をモットーに、子育
て支援をしています。
　平成30年、町で安心して出産や育児を行えるよう、主
任児童委員を中心に「真鶴町子育てガイドブック まなっ
こ」を作成しました。母子健康手帳に始まり、出生届の提
出や児童手当の申請、育児セミナーなどを紹介する内容
です。その中の「子育てマップ」は、子ども連れで楽しめ
るスポットや、子育てをしていくうえで利用できる施設を
まとめて紹介しています。

◆特集　平成30年度受章（賞）者紹介　おめでとうございます
●ひとネットワーク「スクールソーシャルワーカーと委員との関わりと連携」　●「ありがとうのエピソード」
●活動研究レポート「『今だからこそ』つながり作るあいさつ運動（松田町民児協から）」　●通信員だより

　ガイドブックを手にしたお母さんからは、「子育て情報
がそろっているので分からない事があったら開こうと思
います」や「いただいたプリントはファイルに加えて使って
います」などの声が寄せられています。
　育児に関する困りごとの解消には、より身近な地域で
の育児支援が必要です。私たちは、これからも行政や福
祉団体との連携を図りながら、取り組みを続けていきた
いと思います。

（真鶴町民生委員児童委員協議会）

No.137

－支えあう  住みよい社会  地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
便利に使っていただけたら嬉しいな！

通 信 員 だ よ り

●発行日／平成31年3月15日　●発行人／会長　金子 直勝　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/

　
平
塚
市
民
児
協
で
は
、民
生
委
員
活
動
を
伝
え
る
会
報

「
ひ
ら
つ
か
民
児
会
報
」を
平
成
に
入
っ
て
創
刊
し
、現
在

29
号
を
数
え
ま
す
。当
初
は
民
生
委
員
向
け
で
し
た
が
、

22
号（
平
成
26
年
）か
ら
誌
面
を
一
新
し
、市
民
の
皆
さ
ん

に
も
自
治
会（
町
内
会
）

か
ら
の
回
覧
と
い
う
方

法
で
年
２
回
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
作
り
に
は
、

市
民
児
協
と
市
内
23
あ

る
地
区
民
児
協
の
代
表

24
名
が
広
報
部
会
を
組

織
し
担
当
し
て
い
ま
す
。

一
斉
改
選
後
の
初
会
合

で
は
市
の
広
報
紙
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
を
担
当
す
る
方
を

講
師
に
会
報
作
り
の
基
礎
を
習
い
、編
集
方
針
、取
材
、割

付
、版
下
作
り
ま
で
を
自
分
た
ち
で
担
当
し
て
い
ま
す（
印

刷
は
ネ
ッ
ト
印
刷
を
利
用
）。

　
構
成
は
、市
民
児
協
の
動
向
や「
地
区
民
児
協
だ
よ
り
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
子
育
て
サ
ロ
ン
、高
齢
者
食
事
会
な
ど
各
地

区
で
の
取
り
組
み
を
伝
え
、振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
へ
の
お
誘
い
な
ど
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
も
掲
載
し
、さ
ら
に
、主
な
会
議
・

研
修
、市
の
動
向
な
ど
も
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
最
新
の
30
号
（
３
月
発
行
）
は
一
斉
改
選

特
集
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
活
動
記
録
の
結
果
を
基

に
、
日
頃
の
民
生
委
員
活
動
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
企
画

し
て
い
ま
す
。

　
葉
山
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
高
齢
、障
害
、児
童
の
３

つ
の
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
か
ら
高
齢
部
会
の

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一つ
は
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
友
愛
訪
問
で
、

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、お
話
を
し
た
り
坊
主
め
く
り
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ご
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
お
誕
生

日
に
、絵
手
紙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
タ
オ
ル
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。勉
強
会
で
介
護
保
険
制
度
を
学
ん
だ
り
、ケ
ー
ス

会
議
で
悩
み
の
相
談
も
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
介
護
保
険
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
施

設
見
学
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、眺
望
の
良
い
リ
ゾ
ー
ト
型
で

24
時
間
の
医
師
オ
ン
コ
ー
ル
と

看
護
師
常
駐
体
制
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
と
、認
知
症
棟
の
あ
る
身

体
拘
束
廃
止
推
進
モ
デ
ル
施
設

で
、く
も
ん
学
習
療
法
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
パ
ロ
を
導
入
し
た
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
介
護
老
人
保
健
施
設
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
き
っ
と
出
会
え
な
か
っ
た
、民

生
委
員
の
同
期
や
先
輩
、後
輩
、地
区
の
高
齢
者
の
方
々
等
と

お
会
い
で
き
る
事
は
、民
生
委
員
に
な
っ
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と

で
す
。様
々
な
場
面
で
労
い
や
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
け
る
の
は

嬉
し
く
、人
生
の
先
輩
方
の
お
話
は
勉
強
に
な
り
、今
後
も
活

動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
東
名
大
井
松
田
を
降
り
、一
路
山
北
方
面
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
と
霊
峰
富
士
山
を
正
面
に
、人
口
一
万
三
百
五
十

人
余
り
、世
帯
数
四
千
一
九
四
世
帯
の
山
北
町
が
目
の
前

に
開
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
北
町
民
児
協
は
、５
つ
の
地
区
部
会
と
児
童
部
会
総

勢
37
名
で
構
成
さ
れ
、様
々
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、そ
の
中
で
山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
中
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業「
ふ
き
の
と
う
お
楽
し
み
会
」に
、清
水
三
保
部
会
の
民

生
委
員
児
童
委
員
６
名
が
参
加
協
力
を
し
ま
し
た
。

　
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
世
帯
、高
齢

者
世
帯
を
対
象
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
献
立
と
食
事
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。「
み
ん
な
で
食
べ

る
と
お
い
し
い
ネ
」

と
言
い
な
が
ら
楽
し

い
時
間
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
食
事
の
後
に
余
興
の
時
間
が
託
さ
れ
、20
名
余
り
の
利

用
者
さ
ん
を
前
に
、民
生
委
員
児
童
委
員
６
名
に
よ
る
紙

芝
居
の
熱
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、

自
ら
も
昔
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
人
も
お
り
、懐
か
し
が
る
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
後
、手
遊
び
を
し
た
り
し
な
が
ら
会
場
の
中

に
歓
声
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
活
動
を
伝
え
る

「
ひ
ら
つ
か
民
児
会
報
」へ
の
取
り
組
み

葉
山
町
高
齢
者
福
祉
部
会
の
活
動

〜
色
々
勉
強
し
て
、
日
々
の
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
〜

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
の

　
　
　
　あ
る
日
の
ひ
と
と
き
!!

通
信
員　

天
羽

　輝
彦

通
信
員　

市
川

　恵

通
信
員　

山
﨑

　み
さ
ゑ

平塚市

葉山町

山北町

市こども家庭課で取材中の広報部会

有料老人ホーム「アシステッドリビンク湘南佐島」で。
他部からの参加者もいます。

紙芝居に気持ちを込める委員。利用者さんは昔を思
い出しながら静かに耳を傾けます。
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 「あいさつ」から
　　さらなる「繋がり」に期待

●
「
子
ど
も
は
町
の
宝
」
と
い
う

  

想
い
を
継
承
す
る
あ
い
さ
つ
運
動

　
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
自
治

会
の
防
犯
組
織
が
起
源
で
は
な
い
か
、

と
自
治
会
長
を
兼
務
す
る
渋
谷
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
町
民
の
声
か
ら
始
ま
っ
た

活
動
を
、
現
在
ま
で
大
切
に
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

民
児
協
の
事
業
と
し
て
、
現
在
は
学
期

初
め
の
一
週
間
に
交
通
指
導
を
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
は
、
委
員
が
自
主
的
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
毎
日
活
動
す
る
人
も
い
れ
ば
、

週
に
数
回
の
人
も
い
ま
す
。
予
定
が
あ

れ
ば
休
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
毎
朝
、
ど
こ
か
で
誰
か
が

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
松
田
町
。
決
し

て
、
命
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
あ
い

さ
つ
運
動
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
の
は
、
「
子
ど
も
は
町
の
宝
」
と

い
う
町
民
の
想
い
が
継
承
さ
れ
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

●
あ
い
さ
つ
で
人
と
人
と
が

　
つ
な
が
る
地
域
へ

　
毎
日
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
と
、

た
ま
に
休
ん
だ
次
の
日
に
は
「
昨
日
い

な
か
っ
た
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
に
心
配

さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
で
は
「
防
犯
の
お
っ

ち
ゃ
ん
！
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
自
然
に
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ

て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
小
学
校
１
・
２
年
生
の
下
校
時
間
に

は
、
町
全
体
に
小
学
生
の
生
の
声
で

「
こ
れ
か
ら
下
校
し
ま
す
。
見
守
り
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
放
送
が
流

れ
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
大
人
た
ち
は
、

ほ
ん
の
少
し
意
識
を
し
、
子
ど
も
た
ち

に
会
え
ば
声
を
か
け
る
。
そ
ん
な
町
の

姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

 

「
つ
な
が
り
を
作
り
深
め
て
い
く
と
同

時
に
、
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
も
ら
え

る
方
法
が
、
あ
い
さ
つ
で
す
」
と
笑
い

な
が
ら
話
す
岩
本
会
長
は
、
あ
い
さ
つ

運
動
の
先
に
、
地
域
が
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
未
来
を
見
通
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

（
広
報
委
員

　田
村
正
一
、
金
子 

明) 

　私たちは地域の誰もが周囲の人々から必要とさ
れ、大切にされていると感じられる地域づくりを目
指して民児協活動に取り組んでいます。松田町民
児協の「あいさつ」運動への取り組みは、その大き
な第一歩です。子ども達と「あいさつ」を交わすこ
とを通して、地域の新たな「繋がり」を育み、地域
の人々から大切にされ、必要とされているとの想い
を、子ども達の心に育む活動です。 
　「あいさつ」は、言葉を通してお互いが出会い繋
がる大きな契機(きっかけ)となりますが、「言葉」
以外の「あいさつ」も大切です。話すこと(言語表
現)が苦手な人、他者への緊張が強い人等、様々
な人々が地域には暮らしています。言葉で「あいさ
つ」が返ってこなくても、心の中で、表情やしぐさで

「あいさつ」を受け止め応答している人々が地域に
はともに生活しています。 
　「あいさつ」を、想いと心の伴った「共感と向き
合いの言葉」としたいと思います。 
　地域の人々の生活の中で、出会いや繋がりをよ
り広げていく工夫を考えては如何でしょう。朝の
通学時や下校帰宅の時間に合わせて、地域で昼
間を過ごしている高齢者の方、子育て中の親子、
近隣が誘い合い、買物や散歩に外出する機会にし
てみては如何でしょう。 
　登下校の子ども達との出会いの機会を地域全
域に広げ、「あいさつ」がより多くの近隣、地域の
人々の繋がりへと松田町民児協の「あいさつ」運
動が展開していくことを期待しています。 

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
春
の
褒
章
（
４
月
29
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
小
林
英
樹

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
〕
小
川
貴
美
子

〔
平
塚
市
・
元
〕
飯
田
弘

〔
厚
木
市
〕
渡
邊
治
代

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
鎌
倉
市
〕
平
本
恭
子

〔
大
和
市
〕
平
本
美
惠
子

〔
伊
勢
原
市
〕
若
松
操

〔
綾
瀬
市
〕
二
ノ
宮
要
子

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
】
　

横
須
賀
市
大
津
地
区
民
児
協

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
平
塚
市
〕
山
田
信
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
藤
沢
市
〕
石
田
マ
ユ
ミ

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子

〔
大
和
市
〕
村
瀬
て
る
代

〔
座
間
市
〕
城
条
洋
子

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
９
月
27
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協

座
間
市
民
児
協

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
青
木
啓
子
　
赤
坂
慶
子

　
明
石
和
治
　
穐
本
年
男
　
浅
野
み
つ
江

　
飯
倉
秀
子
　
飯
島
多
加
子
　
池
田
明
　
　

　
石
井
央
　
岩
﨑
和
子
　
岩
堀
武
子

　
臼
井
英
勝
　
江
川
治
雄
　
大
森
惠
子

　
岡
本
照
子
　
小
澤
日
子
　
柏
倉
冨
代
　
　

　
片
山
良
子
　
金
綱
祐
子
　
亀
田
知
明
　
　

　
日
下
マ
チ
子
　
後
藤
郁
子
　
小
林
光
江
　

　
佐
々
木
ま
す
美
　
佐
藤
紀
子
　
篠
原
美
奈

　
志
村
恵
美
子
　
白
石
義
和
　
杉
澤
勉

　
髙
井
久
美
子
　
中
村
紘
一
　
中
村
由
記
枝

　
永
山
宏
子
　
成
川
房
子
　
新
倉
昌
子

　
二
本
木
佳
代
子
　
人
見
美
知
子

　
檜
山
直
春
　
福
本
幸
子
　
舩
山
久
子
　

　
堀
越
君
枝
　
前
川
京
子
　
藥
袋
豊
夫

　
三
冨
陽
子
　
三
村
向
子
　
村
瀬
幸
子

　
森
田
さ
と
子
　
山
下
夫
美
子
　
渡
辺
鉄
巳

〔
平
塚
市
〕
相
原
明
美
　
天
羽
輝
彦

　
飯
澤
典
子
　
今
井
洋
子
　
浦
田
順
一

　
小
原
公
一
　
金
子
香
代
子
　
川
島
辰
治

　
菊
池
一
夫
　
久
保
寺
政
美
　
熊
澤
美
智
子

　
阪
田
十
一
　
鈴
木
幸
子
　
鈴
木
和
嘉
子

　
髙
井
育
子
　
髙
橋
た
つ
子
　
長
岡
津
也
子

　
中
島
淑
子
　
中
村
清
　
長
谷
川
啓
子

　
樋
口
扶
美
　
藤
田
武
　
星
野
節
子

　
松
本
ゆ
き
子
　
三
浦
律
子
　
森
昇
子
　

　
森
山
昭
夫
　
諸
田
艶
子
　
横
川
正
夫

　
和
田
ト
シ
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
久
保
初
代
　
古
河
詔
子

　
小
林
美
智
子
　
重
田
純
子
　
須
藤
冨
ゐ

　
関
正
紀
　
津
村
留
美
　
福
田
靜
子

　
村
上
富
造
　
森
田
裕
美
子
　
山
崎
博
夫

　
山
ノ
上
喜
一
郎

〔
藤
沢
市
〕
阿
部
茂
子
　
天
野
正

　
井
口
今
朝
吉
　
石
井
彩
子
　
大
内
知
子

桜美林大学特任教授
大溝　茂さん
（民生委員・児童委員）

　
大
田
哲
夫
　
長
田
五
十
鈴
　
神
谷
佳
代
子

　
川
口
信
太
郎
　
草
野
多
津
子
　
小
林
一
雄

　
紺
井
和
彦
　
櫻
井
頼
子
　
幸
山
完

　
杉
野
千
鶴
子
　
鈴
木
明
世
　
鈴
木
幸
子

　
田
頭
悠
子
　
髙
根
三
保
子
　
高
橋
美
智
子

　
髙
橋
洋
子
　
武
田
明
子
　
田
中
信
子

　
玉
腰
巳
佳
　
常
泉
孝
子
　
手
塚
明
美

　
外
川
久
美
子
　
戸
板
博
子
　
渡
真
利
康
子

　
冨
田
耕
　
冨
田
三
知
代
　
長
島
ト
ミ
子

　
能
勢
敏
之
　
林
と
も
子
　
原
田
稔

　
福
島
進
　
福
嶋
泰
子
　
藤
田
尚

　
藤
本
冨
美
代
　
本
多
典
子
　
松
田
晴
惠

　
松
本
眞
理
子
　
箕
浦
さ
お
り
　
水
野
三
代
子

　
宮
崎
政
良
　
森
井
賢
一
　
矢
部
喜
美
枝

　
山
本
春
江
　
山
口
武
子
　
山
口
博
子

　
山
下
伊
津
子
　
山
田
德
子
　
和
田
洋
治

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
五
十
嵐
優
子
　
岩
崎
孝
子

　
小
川
三
枝
子
　
菅
野
京
子
　
北
村
佳
代
子

　
久
保
田
昭
二
　
駒
井
博
子
　
佐
藤
典
子

　
髙
田
陽
子
　
三
橋
美
千
子
　
宮
原
澄
江

　
村
松
克
義

〔
逗
子
市
〕
草
栁
ゆ
き
ゑ
　
小
林
明
美

　
髙
津
惠
一
　

〔
三
浦
市
〕
石
井
京
子
　
岩
切
瑠
美
子

　
澤
田
和
男
　
野
沢
昌
子
　
平
野
正
美
　

〔
秦
野
市
〕
安
居
院
美
惠
子
　
石
川
義
雄
　

　
市
原
ち
か
子
　
今
井
節
子
　
大
原
紀
子

　
川
口
廣
司
　
栗
原
幸
一
　
谷
昌
枝

　
中
里
進
二
　
中
村
次
義
　
　

〔
厚
木
市
〕
井
上
敏
昭
　
大
沢
み
き

　
大
塚
清
子
　
大
塚
裕
美
　
小
塩
頼
良

　
小
本
寛
司
　
齊
藤
正
昭
　
坂
内
勝
男

　
佐
藤
由
利
子
　
佐
藤
良
市
　
重
田
春
美

　
島
村
ま
さ
こ
　
鈴
木
と
も
子
　
曾
根
茂

　
縄
幸
枝
　
丸
山
文
雄
　
栁
下
浩
幸

　
山
田
芳
一
　
山
本
淳
一
　
行
本
住
枝

　
吉
澤
鏡
子
　

〔
大
和
市
〕
浅
田
紀
子
　
薄
田
哲
雄

　
遠
藤
武
夫
　
熊
谷
惠
美
子
　
向
後
久
子

　
佐
藤
忠
子
　
白
石
ま
さ
子
　
関
口
好
枝

　
立
場
サ
チ
子
　
内
藤
邦
男
　
中
丸
由
美
子

　
服
部
ま
す
み
　
峯
一
男
　
宮
内
芳
枝

　
遊
佐
靜
子
　
吉
谷
和
美
　
米
津
正
義

〔
伊
勢
原
市
〕
大
川
房
子
　
齋
藤
絹
江

　
関
根
久
江
　
髙
橋
靜
江
　
田
中
智
子

　
常
盤
政
子
　
安
田
博
美

〔
海
老
名
市
〕
石
垣
幸
子
　
梅
田
ひ
ろ
子

　
小
池
一
美
　
佐
久
間
え
い
子
　
守
屋
佐
千
子

〔
座
間
市
〕
有
山
恵
子
　
岩
脇
英
暸
　

　
大
粒
来
ト
モ
子
　
古
宮
和
子
　
鈴
木
敬
司

　
鈴
木
八
千
代
　
千
田
幸
子
　
髙
田
富
美
子

　
土
屋
昭
宏
　
樋
口
善
久
　
古
谷
育
代

　
松
田
幹
江
　
矢
島
由
治
　
𠮷
田
好
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
川
美
代
子
　
加
藤
正
敏

　
武
井
鈴
世
　
古
屋
テ
イ

〔
愛
川
町
〕
甘
利
敦
子
　
石
井
康
弘

　
小
池
滿
晴
　
小
島
重
夫
　
八
木
下
修
治

〔
葉
山
町
〕
鈴
木
鞠
子
　
須
藤
ト
ク
エ

　
徳
岡
昭
夫

〔
寒
川
町
〕
市
本
益
子
　
金
子
由
利
子

　
小
西
悦
子
　
佐
和
橋
み
ど
り

　
高
橋
輪
加
子
　
前
田
久
子
　
山
口
幸
子

〔
大
磯
町
〕
安
藤
憲
和
　
山
田
操

〔
二
宮
町
〕
関
口
和
世
　
西
山
千
鶴
子

　
脇
令
子

〔
大
井
町
〕
浅
倉
初
江
　
菅
谷
美
千
江
　

〔
開
成
町
〕
金
澤
幸
男

〔
箱
根
町
〕
市
川
毅
　
小
川
道
亞

　
小
林
徳
義
　
佐
々
木
匡
子
　
髙
波
節
子

　
星
野
洋
子
　
三
谷
伸
子
　
山
谷
洋
子
　

〔
真
鶴
町
〕
相
磯
礼
子
　
青
木
幸
子

　
宮
西
悦
子
　
脇
山
亞
子

〔
湯
河
原
町
〕
秋
山
こ
ず
枝
　
梅
原
紘
明

　
北
村
敦
子
　
車
谷
眞
理
子
　
鈴
木
き
よ
み

　
髙
杉
正
枝
　
露
木
初
子
　
袴
田
百
合
子

　
橋
本
佳
宏
　
日
野
勝
代
　
室
伏
由
美
子
　

　◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
６
月
11
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
横
須
賀
市
〕
井
澤
與

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
30
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介
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●
朝
は
笑
顔
で
！

　
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動

　
朝
７
時
。
冬
は
底
冷
え
す
る
日
も
多

い
な
か
、
松
田
町
の
小
中
学
生
の
登
校

が
始
ま
り
ま
す
。

　
新
松
田
駅
の
程
近
く
に
小
学
校
と
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生
は
家
が
密

集
す
る
細
い
路
地
を
徒
歩
や
自
転
車
で

登
校
し
、
小
学
生
も
ま
た
、
車
が
行
き

交
う
一
方
通
行
の
道
を
友
達
グ
ル
ー
プ
、

ま
た
は
一
人
で
登
校
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
委

員
）
の
ほ
か
、
自
治
会
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
警
察
の
方
な
ど
が
毎
日
、
子

ど
も
が
多
く
通
る
交
差
点
、
見
通
し
の

良
く
な
い
路
地
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

に
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
！
」
と
声
を
か

け
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に

　
寄
り
添
い
安
全
を
見
守
る

　
子
ど
も
の
元
気
が
な
い
と
き
は
、
歩

き
方
で
分
か
る
と
い
う
松
田
町
民
児
協

副
会
長
の
早
崎
さ
ん
。
「
ど
う
し
た

の
？
」
と
声
を
か
け
る
と
、
お
腹
が
痛

い
と
か
嫌
な
授
業
が
あ
る
な
ど
、
色
々

な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
最
後
に
は
『
さ
あ
、
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
！
』
と
送
り
出
す
と
、
嬉
し
そ
う

に
学
校
に
行
く
子
ど
も
が
多
い
ん
で

す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
ま
た
、
細
い
路
地
で
は
、
通
勤
中
の

車
に
も
気
を
配
り
、
子
ど
も
た
ち
に
危

険
が
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
委
員
の
小
野
さ
ん
は
、「
委
員
の

黄
色
い
腕
章
を
つ
け
て
い
る
と
、
車
が

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
、
抑
止
力
に

な
る
ん
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●
町
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が

　
一
番
の
幸
せ

　
小
学
１
年
生
の
時
は
、
毎
朝
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
学
校
の
給
食
が

食
べ
ら
れ
な
く
て
泣
き
な
が
ら
登
校
し

て
い
た
子
も
、
今
は
４
年
生
。
体
も
大

き
く
な
り
、
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

 

「
自
分
の
子
ど
も
の
成
長
は
気
付
き

に
く
い
が
、
毎
朝
会
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
は
よ
く
感
じ
る
。
そ
れ
が
何
よ
り

幸
せ
」
と
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
揃

え
て
い
ま
し
た
。

●
町
ぐ
る
み
の
あ
い
さ
つ
運
動

　　
月
２
回
、
松
田
町
役
場
の
職
員
も
通

学
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
、「
住
民
が
毎
日
あ
い
さ
つ
運

動
を
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
役
場
と
し

て
も
何
か
す
べ
き
で
は
」と
の
声
が
あ
が

り
、
毎
月
１
日
と
15
日
に
各
課
の
職
員

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」つ
な
が
り
を
作
る
あ
い
さ
つ
運
動

〜
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら
〜

　

　
松
田
町
は
人
口
約
１
万
１
千
人
、
約
４
千
６
百
世
帯
。
単
位
民
児
協
は
１
つ
で
現
在
は
34
名
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
民

児
協
の
活
動
の
枠
を
越
え
て
、
町
全
体
で
自
主
的
な
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
取
材
当
日
、
新
松
田
駅

周
辺
だ
け
で
６
名
の
委
員
と
、
自
治
会
等
の
方
々
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

市町村民児協発
活動研究レポート

№42　

約
15
名
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま

す
。
取
材
当
日
は
、
副
町
長
や
教
育
長

も
小
学
生
に
微
笑
み
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
警
察
の
方
が
巡
回
中
に

一
緒
に
通
学
路
に
立
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

朝
早
く
に
信
頼
で
き
る
大
人
が
、
自
然

に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
様
子
は
、
あ

た
た
か
く
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。

●
「
い
ま
さ
ら
」
で
は
な
く

　
「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
の
あ
い
さ
つ

 

「
い
ま
さ
ら
あ
い
さ
つ
運
動
な
ん
て
、

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
そ
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
人
が

い
る
の
も
現
実
で
す
」
と
松
田
町
民
児

協
の
岩
本
会
長
は
言
い
ま
す
。
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
子
ど
も
の

虐
待
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
な
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で
あ
る

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
り
が
出
来
れ
ば
、

悲
し
い
事
件
を
少
し
は
防
げ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
会
う
中
年
の
女
性
は
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
も
顔
色
一
つ
変
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
毎
日
声
を
か
け
続
け
る
と
、

最
近
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
反
応
し
て
く
れ

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
地
域
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
　

〔
鎌
倉
市
〕
白
井
智
子
〔
藤
沢
市
〕三
觜
壽
則

〔
大
和
市
〕青
木
惠
美
子

〔
伊
勢
原
市
〕
宮
崎
八
重
子

〔
座
間
市
〕
城
条
洋
子
〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

　◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
10
月
19
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
在
職
15
年
）
】

〔
平
塚
市
〕
梶
山
富
子

〔
藤
沢
市
〕
山
本
佐
衣
子
　
三
縄
み
ち
よ

〔
逗
子
市
〕
小
川
貴
美
代
　
髙
岡
芙
美
子

〔
秦
野
市
〕
藤
本
き
よ
み
　
中
志
陽
一

〔
大
和
市
〕
保
田
穎
子

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）
】

〔
平
塚
市
〕
小
瀨
村
春
雄

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
（
10
月
19
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
志
田
良
子
　
東
海
林
義
勝

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子
〔
大
和
市
〕
柿
沼
信
子

　
　
◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
10
月
19
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
10
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
青
木
啓
子
　
赤
坂
慶
子

　
明
石
和
治
　
穐
本
年
男
　
浅
野
み
つ
江

　
飯
倉
秀
子
　
飯
島
多
加
子
　
池
田
明

　
指
宿
喜
代
子
　
岩
﨑
和
子
　
岩
堀
武
子

　
臼
井
英
勝
　
江
川
治
雄
　
大
森
惠
子

　
岡
本
照
子
　
小
澤
日
子
　
柏
倉
冨
代

　
片
山
良
子
　
亀
田
知
明
　
日
下
マ
チ
子

　
後
藤
郁
子
　
小
林
貞
行
　
佐
々
木
ま
す
美

　
佐
藤
邦
子
　
佐
藤
紀
子
　
篠
原
美
奈

　
志
村
恵
美
子
　
白
石
義
和
　
杉
澤
勉

　
髙
井
久
美
子
　
中
村
紘
一
　
中
村
由
記
枝

　
永
山
宏
子
　
成
川
房
子
　
新
倉
昌
子

　
二
本
木
佳
代
子
　
人
見
美
知
子

　
檜
山
直
春
　
福
本
幸
子
　
舩
山
久
子

　
堀
越
君
枝
　
前
川
京
子
　
三
冨
陽
子

　
藥
袋
豊
夫
　
三
村
向
子
　
村
瀬
幸
子
　

　
森
田
さ
と
子
　
山
下
夫
美
子
　
龍
崎
信
子

　
渡
井
功
夫
　
渡
辺
鉄
巳
　
　

〔
平
塚
市
〕
相
原
明
美
　
相
原
ふ
み

　
天
羽
輝
彦
　
飯
澤
典
子
　
今
井
洋
子

　
浦
田
順
一
　
岡
部
由
美
子
　
小
原
公
一

　
金
子
香
代
子
　
鎌
田
一
美
　
川
島
辰
治

　
菊
池
一
夫
　
久
保
寺
政
美
　
熊
澤
美
智
子

　
阪
田
十
一
　
鈴
木
幸
子
　
髙
井
育
子

　
髙
橋
た
つ
子
　
長
岡
津
也
子
　
中
島
淑
子

　
中
村
清
　
長
谷
川
啓
子
　
樋
口
扶
美

　
藤
田
武
　
星
野
節
子
　
堀
口
修
一

　
松
本
ゆ
き
子
　
三
浦
律
子
　
森
昇
子

　
森
山
昭
夫
　
諸
田
艶
子
　
横
川
正
夫

　
和
田
ト
シ
子
　

〔
鎌
倉
市
〕
大
久
保
初
代
　
小
林
美
智
子

　
重
田
純
子
　
須
藤
冨
ゐ
　
関
正
紀

　
津
村
留
美
　
福
田
靜
子
　
古
河
詔
子

　
村
上
富
造
　
森
田
裕
美
子
　
山
崎
博
夫

　
山
ノ
上
喜
一
郎
　

〔
藤
沢
市
〕
阿
部
茂
子
　
井
口
今
朝
吉

　
石
井
彩
子
　
和
泉
圭
亮
　
大
内
知
子

　
大
田
哲
夫
　
長
田
五
十
鈴
　
神
谷
佳
代
子

　
川
口
信
太
郎
　
草
野
多
津
子

　
久
保
本
洋
一
　
幸
山
完
　
紺
井
和
彦

　
櫻
井
頼
子
　
杉
野
千
鶴
子
　
鈴
木
明
世

　
鈴
木
幸
子
　
田
頭
悠
子
　
髙
根
三
保
子

　
高
橋
美
智
子
　
髙
橋
洋
子
　
武
田
明
子

　
田
中
信
子
　
玉
腰
巳
佳
　
常
泉
孝
子

　
手
塚
明
美
　
戸
板
博
子
　
外
川
久
美
子

　
渡
真
利
康
子
　
冨
田
耕
　
冨
田
三
知
代
　

　
長
島
ト
ミ
子
　
能
勢
敏
之
　
林
と
も
子
　

　
原
田
稔
　
福
島
進
　
福
嶋
泰
子
　
藤
田
尚

　
藤
本
冨
美
代
　
本
多
典
子
　
松
田
晴
惠

　
松
本
眞
理
子
　
三
木
瑛
子
　
箕
浦
さ
お
り

　
宮
崎
政
良
　
森
井
賢
一
　
矢
部
喜
美
枝

　
山
口
武
子
　
山
口
博
子
　
山
下
伊
津
子

　
山
田
德
子
　
山
本
春
江
　
和
田
洋
治

〔
小
田
原
市
〕
相
田
春
子
　
青
木
祐
伸
　

　
秋
山
惠
美
子
　
安
藤
邦
子
　
池
田
法
枝
　

　
井
上
奈
美
子
　
大
川
紀
江
　
鍵
和
田
健
治

　
鈴
木
八
千
代
　
千
田
幸
子
　
髙
田
富
美
子

　
土
屋
昭
宏
　
樋
口
善
久
　
古
谷
育
代

　
松
田
幹
江
　
宮
松
正
一
　
矢
島
由
治

　
𠮷
田
好
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
川
美
代
子
　
加
藤
正
敏
　

　
武
井
鈴
世
　
古
屋
テ
イ

〔
綾
瀬
市
〕
秌
場
里
子
　
池
亀
昇

　
伊
藤
寧
彦
　
井
上
勝
之
　
岩
井
勇
夫

　
河
又
隆
　
狐
塚
文
子
　
庄
司
幸
枝

　
鈴
木
正
治
　
根
岸
尭
子
　
人
見
カ
ツ
子

　
峰
尾

子
　
八
木
修
治
　

〔
愛
川
町
〕
甘
利
敦
子
　
石
井
康
弘

　
小
池
滿
晴
　
小
島
重
夫
　
八
木
下
修
治
　

〔
葉
山
町
〕
鈴
木
鞠
子
　
須
藤
ト
ク
エ

　
徳
岡
昭
夫
　

〔
寒
川
町
〕
青
木
澄
雄
　
市
本
益
子

　
金
子
由
利
子
　
小
西
悦
子
　
高
橋
輪
加
子

　
前
田
久
子
　
山
口
幸
子

〔
大
磯
町
〕
安
藤
憲
和
　
山
田
操

〔
二
宮
町
〕
関
口
和
世
　
西
山
千
鶴
子

　
脇
令
子

〔
大
井
町
〕
浅
倉
初
江
　
菅
谷
美
千
江
　

〔
山
北
町
〕
髙
橋
つ
や
　
三
尋
木
聡
美

〔
開
成
町
〕
金
澤
幸
男

〔
箱
根
町
〕
市
川
毅
　
小
川
道
亞

　
小
林
徳
義
　
佐
々
木
匡
子
　
髙
波
節
子

　
星
野
洋
子
　
三
谷
伸
子
　
山
谷
洋
子
　
　

〔
真
鶴
町
〕
相
磯
礼
子
　
青
木
幸
子

　
宮
西
悦
子
　
脇
山
亞
子
　

〔
湯
河
原
町
〕
秋
山
こ
ず
枝
　
梅
原
紘
明
　

　
北
村
敦
子
　
車
谷
眞
理
子
　
鈴
木
き
よ
み

　
日
野
勝
代
　
室
伏
由
美
子
　

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝

                                        

（
10
月
19
日
付
）

【
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
）
】

〔
平
塚
市
〕
岩
井
良
男
〔
鎌
倉
市
〕
梅
澤
德
夫

〔
藤
沢
市
〕
原
田
稔
〔
小
田
原
市
〕
椎
野
尚

〔
伊
勢
原
市
〕
若
松
操

※ 

敬
称
略
。
原
則
五
十
音
順
。
所
属
は
受
賞
当
時
の
も
の
。

　
川
向
由
起
子
　
掬
川
光
美
　
小
塩
千
惠

　
佐
藤
直
美
　
椎
野
尚
　
髙
橋
し
の
ぶ

　
田
邉
淳
子
　

美
智
子
　
長
崎
民
夫

　
中
野
桂
子
　
藤
田
容
子
　
宮
本
純
　

　
山
崎
由
起
子
　
山
田
信
子
　
横
山
孝
之

　
吉
田
好
男

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
五
十
嵐
優
子
　
岩
崎
孝
子
　

　
小
川
三
枝
子
　
菅
野
京
子
　
北
村
佳
代
子

　
久
保
田
昭
二
　
駒
井
博
子
　
佐
藤
典
子

　
髙
田
陽
子
　
三
橋
美
千
子
　
宮
原
澄
江

　
村
松
克
義

〔
逗
子
市
〕
草
栁
ゆ
き
ゑ
　
鈴
木
昌
代

　
山
口
悦
子

〔
三
浦
市
〕
石
井
京
子
　
岩
切
瑠
美
子

　
澤
田
和
男
　
野
沢
昌
子
　
林
原
和
子

　
平
野
正
美
　

〔
秦
野
市
〕
安
居
院
美
惠
子
　
石
井
富
士
子

　
石
川
義
雄
　
市
原
ち
か
子
　
今
井
節
子

　
大
原
紀
子
　
川
口
廣
司
　
北
村
均

　
栗
原
幸
一
　
中
里
進
二
　
中
村
次
義

　
和
田
房
枝

〔
厚
木
市
〕
大
沢
み
き
　
大
塚
清
子

　
大
塚
裕
美
　
小
塩
頼
良
　
小
本
寛
司

　
齊
藤
正
昭
　
佐
藤
由
利
子
　
佐
藤
良
市

　
重
田
春
美
　
島
村
ま
さ
こ
　
曾
根
茂

　
縄
幸
枝
　
坂
内
勝
男
　
丸
山
文
雄

　
栁
下
浩
幸
　
山
田
芳
一
　
山
本
淳
一

　
行
本
住
枝
　
吉
澤
鏡
子

〔
大
和
市
〕
浅
田
紀
子
　
遠
藤
武
夫

　
大
塚
文
男
　
小
倉
幸
子
　
向
後
久
子

　
佐
藤
忠
子
　
薄
田
哲
雄
　
関
口
好
枝

　
武
川
孝
子
　
立
場
サ
チ
子
　
内
藤
邦
男

　
中
丸
由
美
子
　
服
部
ま
す
み
　
峯
一
男

　
宮
内
芳
枝
　
遊
佐
靜
子
　
吉
谷
和
美

　
米
津
正
義

〔
伊
勢
原
市
〕
大
川
房
子
　
齋
藤
絹
江

　
関
根
久
江
　
髙
橋
靜
江
　
田
中
智
子

　
常
盤
政
子
　
安
田
博
美
　

〔
座
間
市
〕
有
山
恵
子
　
岩
脇
英
暸
　

　
大
粒
来
ト
モ
子
　
古
宮
和
子
　
鈴
木
敬
司
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子
ど
も
が
抱
え
る
課
題
に
学
校
と
は

異
な
る
視
点
で
向
き
合
う

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

対
応
す
る
ケ
ー
ス
は
、
複
合
的
な
課
題

が
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
家
族
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
社
会
福
祉
の
視
点
で
関
わ

り
を
持
つ
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　
あ
る
不
登
校
の
小
学
生
は
母
子
家
庭

で
、
お
母
さ
ん
は
精
神
的
に
不
安
定
。

子
ど
も
の
登
校
に
無
頓
着
で
、
家
は
ゴ

ミ
で
あ
ふ
れ
て
ま
し
た
。

　
学
校
の
先
生
は
、
〝
登
校
で
き
る
の

か
ど
う
か
〞
お
母
さ
ん
と
何
度
も
話
し

合
い
ま
し
た
が
、
行
き
詰
ま
り
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、

家
庭
環
境
に
働
き
か
け
、
〝
お
母
さ
ん

の
気
持
ち
〞
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
〝
お
母
さ
ん
の
体
や
生
活
〞

に
つ
い
て
も
話
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
学
校
と
の
や
り
と
り
が
ス
ム

ー
ズ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
経
済
的

な
状
況
に
対
す
る
情
報
提
供
や
、
子
ど

も
に
合
わ
せ
た
学
習
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
教
育
だ
け
で
な
く
生
活
面
の
支
援

を
す
る
の
が
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
役
割
で
す
。

課
題
の
背
景
を
み
る
こ
と
と

チ
ー
ム
連
携
を
大
切
に

　
学
校
に
、
課
題
が
あ
る
子
ど
も
が
い

た
場
合
に
は
、
ケ
ー
ス
会
議
が
開
か
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
福
祉
の
専
門
的
な

助
言
や
支
援
が
必
要
な
場
合
に
、
校
長

先
生
の
判
断
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
相
談
が
入
り
ま
す
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
含
め
た

会
議
を
経
て
、
子
ど
も
や
そ
の
親
に
関

わ
り
ま
す
。

　
そ
の
時
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
課
題
の
背
景
」
で
す
。
「
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
、
発
達
や
虐
待
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
そ
の
家
族
の
状
況
や
養
育
の
環
境

が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
い
か
に
課
題
の
背
景
を
考
え
、
要

因
を
見
つ
け
出
す
か
が
、
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
」
（
図
２
）
。
そ
し

て
、
解
決
に
向
か
う
た
め
に
は
、
「
学

校
は
も
ち
ろ
ん
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
も
含
む
関
係
者
と
一
緒
に
、
複
雑
に

絡
み
あ
う
課
題
に
チ
ー
ム
で
向
き
合
う

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
武
井
さ

ん
は
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

頼
り
頼
ら
れ
る
存
在
と
し
て
の
期
待

　
こ
の
よ
う
に
、
「
社
会
福
祉
の
視
点

で
関
わ
る
こ
と
」
や
「
課
題
の
背
景
を

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

委
員
と
の
関
わ
り
と
連
携

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
学
校
と
の
会
議
や
要
対
協
（
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
）
な
ど
で
、
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
神
奈
川
県
に
は
、
４
つ
の
教
育
事
務

所
と
県
立
高
校
の
う
ち
拠
点
と
な
る
高

校
に
配
置
さ
れ
、
全
部
で
約
70
名
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
小
中

学
校
と
高
校
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
神
奈
川
県
教
育
局
子
ど
も

教
育
支
援
課
の
柴
崎
さ
ん
と
武
井
さ
ん

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
違
い

 

「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
」
と
は
別
に
、
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
は
似
て
い

ま
す
が
、
役
割
は
異
な
り
ま
す
。
　
　

 

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
は
、

心
に
注
目
し
、
問
題
解
決
を
図
る
専
門

性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」
は
、
子
ど
も
と
親
、
そ
の

周
り
の
環
境
に
焦
点
を
当
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
、
多

様
な
支
援
方
法
を
用
い
て
課
題
解
決
へ

の
対
応
を
図
る
教
育
と
福
祉
の
知
識
を

持
っ
た
専
門
家
で
す
。

ひとネットワーク
地域と社会資源

神奈川県HP掲載資料「スクールソーシャルワーカーとは」を参考に作成
神奈川県「スクールソーシャルワーカー活用ガイドライン2」、
神奈川県HP掲載資料「スクールソーシャルワークのプロセス」を参考に作成

考
え
る
こ
と
」
、
「
関
係
機
関
と
一
緒

に
支
援
す
る
こ
と
」
な
ど
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
視
点
や
姿
勢
と
似
て

い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

「
教
育
と
福
祉
の
専
門
家
」
で
あ
る
の

に
対
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

「
住
民
目
線
の
支
援
者
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
同
じ
視
点
や
思
い
で
活
動
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
互
い
に
頼
り

頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り
得
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
良
い
関
係
を
目
指
し
て

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
制
度
が
創
設
さ
れ

て
か
ら
約
10
年
、
高
校
に
配

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
４

年
。
今
後
さ
ら
な
る
制
度
の

充
実
と
増
員
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
も
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の

連
携
が
求
め
ら
れ
る
機
会
が

増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
学
校
と
の
情

報
交
換
会
な
ど
を
通
し
、
日

頃
か
ら
先
生
方
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

校
長
先
生
や
教
頭
先
生
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
と
の
関
わ
り
や
す
い
立

場
に
あ
る
保
健
室
の
先
生
や
、
教
育
相

談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う

先
生
な
ど
と
の
関
係
づ
く
り
に
も
、
努

め
て
い
け
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

（
広
報
委
員 

宇
田
川
敏
枝
、
大
沢
み
き
）

「たまにはお魚やお肉が食べたい」
　昨年の7月下旬、毎月訪問している一人暮らしの女
性（80歳後半）宅を訪問しました。元気な高齢者で、家
庭菜園で作業する姿もいつもと特に変わった様子もあ
りませんでしたが、帰宅するとき「石塚さん、たまにはお
魚やお肉を食べたいよ」と言われました。これは本当に
日常生活が苦しく大変なのではないかと感じました。
　自宅に帰り、言われた言葉は何をして欲しいのか。
自分に何の支援ができるのかと思いながら、とにかく
速やかに対応しなければいけないと思いました。
民生委員・児童委員として
　数日後に訪問して、まず現状を把握するため、ご本
人の承諾を得ながら、相談内容（家族構成・経済面・
要望事項・環境面等）を1時間ほど伺って記録に残し
ました。また、委員として、「親族に少しでも援助しても
らえないかと問いかけるのはいかがでしょうか」と助
言し、「私も少しでも前進するように誠意を持って関係
機関と相談しますので安心してください」と声をかけ
ました。その後、地域包括支援センターと福祉課の担
当者と検討を重ね、後日、自宅を訪問してその内容に
ついて分かりやすく説明しました。最終的には、生活

困窮者の支援制度の手続きについて、本人とお子さ
ん同伴で福祉課の担当者と相談していただきました。
心の底からの「ありがとう」
　どこまで生活支援が受けられるのか心配していまし
たが、約1ヵ月後、本人から電話がありました。「支援制
度が適用されました。石塚さんありがとう。本当にあり
がとう」と。心の底からお礼の言葉を言っているのが伝
わってきました。「いや、こちらこそありがとうございまし
た。これからもよろしくお願いします」と言って電話を切り
ました。少しでも前進したのかな、と嬉しく思いました。
これからも「人と人とのつながり」を大切に
　この活動で得たことは、情報は持っていても進行
しない、立派な言葉より一つの実行が大切だというこ
と。そして、時代はいくら変化しても「人と人とのつなが
り」が最も大切な活動の基本だということです。これか
らも活動していく中で、自然に「石塚くんありがとう」と
言って頂けるよう努力してまいります。

民生委員・児童委員の「ありがとうのエピソード」第１弾
第1弾は、南足柄市民児協の
委員2年目石塚義隆さんが、
やりがいを感じ、感動した
お話を紹介します。

学　校

友人
家庭

児童・生徒

地域
暴力行為
児童虐待

不登校
いじめ

関係機関

民生委員は
ここ

スクールソーシャルワーカー
（SSWとも呼びます）
児童・生徒が置かれた様々な

環境への働きかけ

校内体制づくり
・先生へのサポート
・校内の支援チーム

関係機関との連携
・ネットワーク会議
・情報共有
・連携して行動する

教
育
と

福
祉
の

専
門
家 

「ありがとうエピソード」まだまだ募集中!  匿名希望、写真NGでもOKです。詳細は、『県民児協だより135号』をご覧ください!

図２ スクールソーシャルワーカーの支援の流れ

図１　スクールソーシャルワーカーの役割連携のためのコツ
● 良い支援をするためにはアセ
スメントが重要です。
● 委員が知るアセスメントに「必
要な情報」を提供できると、よ
り良い連携につながります。

「必要な情報」とは…
　例えば、家族の様子、校外での
様子、生活習慣、行動の特徴、言
葉やコミュニケーション、子どもや
親の気持ち、地域とのつながり、
子どもや家族の強み など。
※ なお、個人情報の取り扱いに
は十分に注意しましょう！

●情報を整理して記録する
●情報共有のためアセスメントシートを作成

①インテーク（相談を受理）

●なぜこの状態になっているのか探る
●課題をとりまく環境に要因を見出す

②アセスメント（見立て）

●要因に対する対応策と目標を考える
●チームで取組み複数で話し合う

③プランニング

●対応策を関係者で分担して実施する

④実行

●うまくいったら継続する
●上手くいかなかったときは修正する

⑤検証・見直し
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子
ど
も
が
抱
え
る
課
題
に
学
校
と
は

異
な
る
視
点
で
向
き
合
う

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

対
応
す
る
ケ
ー
ス
は
、
複
合
的
な
課
題

が
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
家
族
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
社
会
福
祉
の
視
点
で
関
わ

り
を
持
つ
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　
あ
る
不
登
校
の
小
学
生
は
母
子
家
庭

で
、
お
母
さ
ん
は
精
神
的
に
不
安
定
。

子
ど
も
の
登
校
に
無
頓
着
で
、
家
は
ゴ

ミ
で
あ
ふ
れ
て
ま
し
た
。

　
学
校
の
先
生
は
、
〝
登
校
で
き
る
の

か
ど
う
か
〞
お
母
さ
ん
と
何
度
も
話
し

合
い
ま
し
た
が
、
行
き
詰
ま
り
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、

家
庭
環
境
に
働
き
か
け
、
〝
お
母
さ
ん

の
気
持
ち
〞
に
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
〝
お
母
さ
ん
の
体
や
生
活
〞

に
つ
い
て
も
話
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
学
校
と
の
や
り
と
り
が
ス
ム

ー
ズ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
経
済
的

な
状
況
に
対
す
る
情
報
提
供
や
、
子
ど

も
に
合
わ
せ
た
学
習
環
境
を
整
え
る
な

ど
、
教
育
だ
け
で
な
く
生
活
面
の
支
援

を
す
る
の
が
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
役
割
で
す
。

課
題
の
背
景
を
み
る
こ
と
と

チ
ー
ム
連
携
を
大
切
に

　
学
校
に
、
課
題
が
あ
る
子
ど
も
が
い

た
場
合
に
は
、
ケ
ー
ス
会
議
が
開
か
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
福
祉
の
専
門
的
な

助
言
や
支
援
が
必
要
な
場
合
に
、
校
長

先
生
の
判
断
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
相
談
が
入
り
ま
す
。
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
含
め
た

会
議
を
経
て
、
子
ど
も
や
そ
の
親
に
関

わ
り
ま
す
。

　
そ
の
時
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
課
題
の
背
景
」
で
す
。
「
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
、
発
達
や
虐
待
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
そ
の
家
族
の
状
況
や
養
育
の
環
境

が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
い
か
に
課
題
の
背
景
を
考
え
、
要

因
を
見
つ
け
出
す
か
が
、
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
」
（
図
２
）
。
そ
し

て
、
解
決
に
向
か
う
た
め
に
は
、
「
学

校
は
も
ち
ろ
ん
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
も
含
む
関
係
者
と
一
緒
に
、
複
雑
に

絡
み
あ
う
課
題
に
チ
ー
ム
で
向
き
合
う

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
武
井
さ

ん
は
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

頼
り
頼
ら
れ
る
存
在
と
し
て
の
期
待

　
こ
の
よ
う
に
、
「
社
会
福
祉
の
視
点

で
関
わ
る
こ
と
」
や
「
課
題
の
背
景
を

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

委
員
と
の
関
わ
り
と
連
携

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
学
校
と
の
会
議
や
要
対
協
（
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
）
な
ど
で
、
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
神
奈
川
県
に
は
、
４
つ
の
教
育
事
務

所
と
県
立
高
校
の
う
ち
拠
点
と
な
る
高

校
に
配
置
さ
れ
、
全
部
で
約
70
名
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
小
中

学
校
と
高
校
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
神
奈
川
県
教
育
局
子
ど
も

教
育
支
援
課
の
柴
崎
さ
ん
と
武
井
さ
ん

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
違
い

 

「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
」
と
は
別
に
、
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
」
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
は
似
て
い

ま
す
が
、
役
割
は
異
な
り
ま
す
。
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機関と相談しますので安心してください」と声をかけ
ました。その後、地域包括支援センターと福祉課の担
当者と検討を重ね、後日、自宅を訪問してその内容に
ついて分かりやすく説明しました。最終的には、生活

困窮者の支援制度の手続きについて、本人とお子さ
ん同伴で福祉課の担当者と相談していただきました。
心の底からの「ありがとう」
　どこまで生活支援が受けられるのか心配していまし
たが、約1ヵ月後、本人から電話がありました。「支援制
度が適用されました。石塚さんありがとう。本当にあり
がとう」と。心の底からお礼の言葉を言っているのが伝
わってきました。「いや、こちらこそありがとうございまし
た。これからもよろしくお願いします」と言って電話を切り
ました。少しでも前進したのかな、と嬉しく思いました。
これからも「人と人とのつながり」を大切に
　この活動で得たことは、情報は持っていても進行
しない、立派な言葉より一つの実行が大切だというこ
と。そして、時代はいくら変化しても「人と人とのつなが
り」が最も大切な活動の基本だということです。これか
らも活動していく中で、自然に「石塚くんありがとう」と
言って頂けるよう努力してまいります。

民生委員・児童委員の「ありがとうのエピソード」第１弾
第1弾は、南足柄市民児協の
委員2年目石塚義隆さんが、
やりがいを感じ、感動した
お話を紹介します。

学　校

友人
家庭

児童・生徒

地域
暴力行為
児童虐待

不登校
いじめ

関係機関

民生委員は
ここ

スクールソーシャルワーカー
（SSWとも呼びます）
児童・生徒が置かれた様々な

環境への働きかけ

校内体制づくり
・先生へのサポート
・校内の支援チーム

関係機関との連携
・ネットワーク会議
・情報共有
・連携して行動する

教
育
と

福
祉
の

専
門
家 

「ありがとうエピソード」まだまだ募集中!  匿名希望、写真NGでもOKです。詳細は、『県民児協だより135号』をご覧ください!

図２ スクールソーシャルワーカーの支援の流れ

図１　スクールソーシャルワーカーの役割連携のためのコツ
● 良い支援をするためにはアセ
スメントが重要です。
● 委員が知るアセスメントに「必
要な情報」を提供できると、よ
り良い連携につながります。

「必要な情報」とは…
　例えば、家族の様子、校外での
様子、生活習慣、行動の特徴、言
葉やコミュニケーション、子どもや
親の気持ち、地域とのつながり、
子どもや家族の強み など。
※ なお、個人情報の取り扱いに
は十分に注意しましょう！

●情報を整理して記録する
●情報共有のためアセスメントシートを作成

①インテーク（相談を受理）

●なぜこの状態になっているのか探る
●課題をとりまく環境に要因を見出す

②アセスメント（見立て）

●要因に対する対応策と目標を考える
●チームで取組み複数で話し合う

③プランニング

●対応策を関係者で分担して実施する

④実行

●うまくいったら継続する
●上手くいかなかったときは修正する

⑤検証・見直し
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●
朝
は
笑
顔
で
！

　
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動

　
朝
７
時
。
冬
は
底
冷
え
す
る
日
も
多

い
な
か
、
松
田
町
の
小
中
学
生
の
登
校

が
始
ま
り
ま
す
。

　
新
松
田
駅
の
程
近
く
に
小
学
校
と
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生
は
家
が
密

集
す
る
細
い
路
地
を
徒
歩
や
自
転
車
で

登
校
し
、
小
学
生
も
ま
た
、
車
が
行
き

交
う
一
方
通
行
の
道
を
友
達
グ
ル
ー
プ
、

ま
た
は
一
人
で
登
校
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
委

員
）
の
ほ
か
、
自
治
会
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
警
察
の
方
な
ど
が
毎
日
、
子

ど
も
が
多
く
通
る
交
差
点
、
見
通
し
の

良
く
な
い
路
地
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

に
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
！
」
と
声
を
か

け
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に

　
寄
り
添
い
安
全
を
見
守
る

　
子
ど
も
の
元
気
が
な
い
と
き
は
、
歩

き
方
で
分
か
る
と
い
う
松
田
町
民
児
協

副
会
長
の
早
崎
さ
ん
。
「
ど
う
し
た

の
？
」
と
声
を
か
け
る
と
、
お
腹
が
痛

い
と
か
嫌
な
授
業
が
あ
る
な
ど
、
色
々

な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
最
後
に
は
『
さ
あ
、
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
！
』
と
送
り
出
す
と
、
嬉
し
そ
う

に
学
校
に
行
く
子
ど
も
が
多
い
ん
で

す
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
ま
た
、
細
い
路
地
で
は
、
通
勤
中
の

車
に
も
気
を
配
り
、
子
ど
も
た
ち
に
危

険
が
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
委
員
の
小
野
さ
ん
は
、「
委
員
の

黄
色
い
腕
章
を
つ
け
て
い
る
と
、
車
が

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
、
抑
止
力
に

な
る
ん
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

●
町
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が

　
一
番
の
幸
せ

　
小
学
１
年
生
の
時
は
、
毎
朝
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
学
校
の
給
食
が

食
べ
ら
れ
な
く
て
泣
き
な
が
ら
登
校
し

て
い
た
子
も
、
今
は
４
年
生
。
体
も
大

き
く
な
り
、
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。

 

「
自
分
の
子
ど
も
の
成
長
は
気
付
き

に
く
い
が
、
毎
朝
会
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
は
よ
く
感
じ
る
。
そ
れ
が
何
よ
り

幸
せ
」
と
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
揃

え
て
い
ま
し
た
。

●
町
ぐ
る
み
の
あ
い
さ
つ
運
動

　　
月
２
回
、
松
田
町
役
場
の
職
員
も
通

学
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
、「
住
民
が
毎
日
あ
い
さ
つ
運

動
を
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
役
場
と
し

て
も
何
か
す
べ
き
で
は
」と
の
声
が
あ
が

り
、
毎
月
１
日
と
15
日
に
各
課
の
職
員

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」つ
な
が
り
を
作
る
あ
い
さ
つ
運
動

〜
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動
か
ら
〜

　

　
松
田
町
は
人
口
約
１
万
１
千
人
、
約
４
千
６
百
世
帯
。
単
位
民
児
協
は
１
つ
で
現
在
は
34
名
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
民

児
協
の
活
動
の
枠
を
越
え
て
、
町
全
体
で
自
主
的
な
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
取
材
当
日
、
新
松
田
駅

周
辺
だ
け
で
６
名
の
委
員
と
、
自
治
会
等
の
方
々
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

市町村民児協発
活動研究レポート

№42　

約
15
名
が
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま

す
。
取
材
当
日
は
、
副
町
長
や
教
育
長

も
小
学
生
に
微
笑
み
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
警
察
の
方
が
巡
回
中
に

一
緒
に
通
学
路
に
立
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

朝
早
く
に
信
頼
で
き
る
大
人
が
、
自
然

に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
様
子
は
、
あ

た
た
か
く
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。

●
「
い
ま
さ
ら
」
で
は
な
く

　
「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
の
あ
い
さ
つ

 

「
い
ま
さ
ら
あ
い
さ
つ
運
動
な
ん
て
、

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
そ
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
人
が

い
る
の
も
現
実
で
す
」
と
松
田
町
民
児

協
の
岩
本
会
長
は
言
い
ま
す
。
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
子
ど
も
の

虐
待
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
な
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で
あ
る

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
り
が
出
来
れ
ば
、

悲
し
い
事
件
を
少
し
は
防
げ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
会
う
中
年
の
女
性
は
、
あ
い

さ
つ
を
し
て
も
顔
色
一
つ
変
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
毎
日
声
を
か
け
続
け
る
と
、

最
近
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
反
応
し
て
く
れ

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
地
域
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

「
今
だ
か
ら
こ
そ
」
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
　

〔
鎌
倉
市
〕
白
井
智
子
〔
藤
沢
市
〕三
觜
壽
則

〔
大
和
市
〕青
木
惠
美
子

〔
伊
勢
原
市
〕
宮
崎
八
重
子

〔
座
間
市
〕
城
条
洋
子
〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

　◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
10
月
19
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
在
職
15
年
）
】

〔
平
塚
市
〕
梶
山
富
子

〔
藤
沢
市
〕
山
本
佐
衣
子
　
三
縄
み
ち
よ

〔
逗
子
市
〕
小
川
貴
美
代
　
髙
岡
芙
美
子

〔
秦
野
市
〕
藤
本
き
よ
み
　
中
志
陽
一

〔
大
和
市
〕
保
田
穎
子

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）
】

〔
平
塚
市
〕
小
瀨
村
春
雄

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
（
10
月
19
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
志
田
良
子
　
東
海
林
義
勝

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子
〔
大
和
市
〕
柿
沼
信
子

　
　
◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
10
月
19
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
10
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
青
木
啓
子
　
赤
坂
慶
子

　
明
石
和
治
　
穐
本
年
男
　
浅
野
み
つ
江

　
飯
倉
秀
子
　
飯
島
多
加
子
　
池
田
明

　
指
宿
喜
代
子
　
岩
﨑
和
子
　
岩
堀
武
子

　
臼
井
英
勝
　
江
川
治
雄
　
大
森
惠
子

　
岡
本
照
子
　
小
澤
日
子
　
柏
倉
冨
代

　
片
山
良
子
　
亀
田
知
明
　
日
下
マ
チ
子

　
後
藤
郁
子
　
小
林
貞
行
　
佐
々
木
ま
す
美

　
佐
藤
邦
子
　
佐
藤
紀
子
　
篠
原
美
奈

　
志
村
恵
美
子
　
白
石
義
和
　
杉
澤
勉

　
髙
井
久
美
子
　
中
村
紘
一
　
中
村
由
記
枝

　
永
山
宏
子
　
成
川
房
子
　
新
倉
昌
子

　
二
本
木
佳
代
子
　
人
見
美
知
子

　
檜
山
直
春
　
福
本
幸
子
　
舩
山
久
子

　
堀
越
君
枝
　
前
川
京
子
　
三
冨
陽
子

　
藥
袋
豊
夫
　
三
村
向
子
　
村
瀬
幸
子
　

　
森
田
さ
と
子
　
山
下
夫
美
子
　
龍
崎
信
子

　
渡
井
功
夫
　
渡
辺
鉄
巳
　
　

〔
平
塚
市
〕
相
原
明
美
　
相
原
ふ
み

　
天
羽
輝
彦
　
飯
澤
典
子
　
今
井
洋
子

　
浦
田
順
一
　
岡
部
由
美
子
　
小
原
公
一

　
金
子
香
代
子
　
鎌
田
一
美
　
川
島
辰
治

　
菊
池
一
夫
　
久
保
寺
政
美
　
熊
澤
美
智
子

　
阪
田
十
一
　
鈴
木
幸
子
　
髙
井
育
子

　
髙
橋
た
つ
子
　
長
岡
津
也
子
　
中
島
淑
子

　
中
村
清
　
長
谷
川
啓
子
　
樋
口
扶
美

　
藤
田
武
　
星
野
節
子
　
堀
口
修
一

　
松
本
ゆ
き
子
　
三
浦
律
子
　
森
昇
子

　
森
山
昭
夫
　
諸
田
艶
子
　
横
川
正
夫

　
和
田
ト
シ
子
　

〔
鎌
倉
市
〕
大
久
保
初
代
　
小
林
美
智
子

　
重
田
純
子
　
須
藤
冨
ゐ
　
関
正
紀

　
津
村
留
美
　
福
田
靜
子
　
古
河
詔
子

　
村
上
富
造
　
森
田
裕
美
子
　
山
崎
博
夫

　
山
ノ
上
喜
一
郎
　

〔
藤
沢
市
〕
阿
部
茂
子
　
井
口
今
朝
吉

　
石
井
彩
子
　
和
泉
圭
亮
　
大
内
知
子

　
大
田
哲
夫
　
長
田
五
十
鈴
　
神
谷
佳
代
子

　
川
口
信
太
郎
　
草
野
多
津
子

　
久
保
本
洋
一
　
幸
山
完
　
紺
井
和
彦

　
櫻
井
頼
子
　
杉
野
千
鶴
子
　
鈴
木
明
世

　
鈴
木
幸
子
　
田
頭
悠
子
　
髙
根
三
保
子

　
高
橋
美
智
子
　
髙
橋
洋
子
　
武
田
明
子

　
田
中
信
子
　
玉
腰
巳
佳
　
常
泉
孝
子

　
手
塚
明
美
　
戸
板
博
子
　
外
川
久
美
子

　
渡
真
利
康
子
　
冨
田
耕
　
冨
田
三
知
代
　

　
長
島
ト
ミ
子
　
能
勢
敏
之
　
林
と
も
子
　

　
原
田
稔
　
福
島
進
　
福
嶋
泰
子
　
藤
田
尚

　
藤
本
冨
美
代
　
本
多
典
子
　
松
田
晴
惠

　
松
本
眞
理
子
　
三
木
瑛
子
　
箕
浦
さ
お
り

　
宮
崎
政
良
　
森
井
賢
一
　
矢
部
喜
美
枝

　
山
口
武
子
　
山
口
博
子
　
山
下
伊
津
子

　
山
田
德
子
　
山
本
春
江
　
和
田
洋
治

〔
小
田
原
市
〕
相
田
春
子
　
青
木
祐
伸
　

　
秋
山
惠
美
子
　
安
藤
邦
子
　
池
田
法
枝
　

　
井
上
奈
美
子
　
大
川
紀
江
　
鍵
和
田
健
治

　
鈴
木
八
千
代
　
千
田
幸
子
　
髙
田
富
美
子

　
土
屋
昭
宏
　
樋
口
善
久
　
古
谷
育
代

　
松
田
幹
江
　
宮
松
正
一
　
矢
島
由
治

　
𠮷
田
好
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
川
美
代
子
　
加
藤
正
敏
　

　
武
井
鈴
世
　
古
屋
テ
イ

〔
綾
瀬
市
〕
秌
場
里
子
　
池
亀
昇

　
伊
藤
寧
彦
　
井
上
勝
之
　
岩
井
勇
夫

　
河
又
隆
　
狐
塚
文
子
　
庄
司
幸
枝

　
鈴
木
正
治
　
根
岸
尭
子
　
人
見
カ
ツ
子

　
峰
尾

子
　
八
木
修
治
　

〔
愛
川
町
〕
甘
利
敦
子
　
石
井
康
弘

　
小
池
滿
晴
　
小
島
重
夫
　
八
木
下
修
治
　

〔
葉
山
町
〕
鈴
木
鞠
子
　
須
藤
ト
ク
エ

　
徳
岡
昭
夫
　

〔
寒
川
町
〕
青
木
澄
雄
　
市
本
益
子

　
金
子
由
利
子
　
小
西
悦
子
　
高
橋
輪
加
子

　
前
田
久
子
　
山
口
幸
子

〔
大
磯
町
〕
安
藤
憲
和
　
山
田
操

〔
二
宮
町
〕
関
口
和
世
　
西
山
千
鶴
子

　
脇
令
子

〔
大
井
町
〕
浅
倉
初
江
　
菅
谷
美
千
江
　

〔
山
北
町
〕
髙
橋
つ
や
　
三
尋
木
聡
美

〔
開
成
町
〕
金
澤
幸
男

〔
箱
根
町
〕
市
川
毅
　
小
川
道
亞

　
小
林
徳
義
　
佐
々
木
匡
子
　
髙
波
節
子

　
星
野
洋
子
　
三
谷
伸
子
　
山
谷
洋
子
　
　

〔
真
鶴
町
〕
相
磯
礼
子
　
青
木
幸
子

　
宮
西
悦
子
　
脇
山
亞
子
　

〔
湯
河
原
町
〕
秋
山
こ
ず
枝
　
梅
原
紘
明
　

　
北
村
敦
子
　
車
谷
眞
理
子
　
鈴
木
き
よ
み

　
日
野
勝
代
　
室
伏
由
美
子
　

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝

                                        

（
10
月
19
日
付
）

【
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
）
】

〔
平
塚
市
〕
岩
井
良
男
〔
鎌
倉
市
〕
梅
澤
德
夫

〔
藤
沢
市
〕
原
田
稔
〔
小
田
原
市
〕
椎
野
尚

〔
伊
勢
原
市
〕
若
松
操

※ 

敬
称
略
。
原
則
五
十
音
順
。
所
属
は
受
賞
当
時
の
も
の
。

　
川
向
由
起
子
　
掬
川
光
美
　
小
塩
千
惠

　
佐
藤
直
美
　
椎
野
尚
　
髙
橋
し
の
ぶ

　
田
邉
淳
子
　

美
智
子
　
長
崎
民
夫

　
中
野
桂
子
　
藤
田
容
子
　
宮
本
純
　

　
山
崎
由
起
子
　
山
田
信
子
　
横
山
孝
之

　
吉
田
好
男

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
五
十
嵐
優
子
　
岩
崎
孝
子
　

　
小
川
三
枝
子
　
菅
野
京
子
　
北
村
佳
代
子

　
久
保
田
昭
二
　
駒
井
博
子
　
佐
藤
典
子

　
髙
田
陽
子
　
三
橋
美
千
子
　
宮
原
澄
江

　
村
松
克
義

〔
逗
子
市
〕
草
栁
ゆ
き
ゑ
　
鈴
木
昌
代

　
山
口
悦
子

〔
三
浦
市
〕
石
井
京
子
　
岩
切
瑠
美
子

　
澤
田
和
男
　
野
沢
昌
子
　
林
原
和
子

　
平
野
正
美
　

〔
秦
野
市
〕
安
居
院
美
惠
子
　
石
井
富
士
子

　
石
川
義
雄
　
市
原
ち
か
子
　
今
井
節
子

　
大
原
紀
子
　
川
口
廣
司
　
北
村
均

　
栗
原
幸
一
　
中
里
進
二
　
中
村
次
義

　
和
田
房
枝

〔
厚
木
市
〕
大
沢
み
き
　
大
塚
清
子

　
大
塚
裕
美
　
小
塩
頼
良
　
小
本
寛
司

　
齊
藤
正
昭
　
佐
藤
由
利
子
　
佐
藤
良
市

　
重
田
春
美
　
島
村
ま
さ
こ
　
曾
根
茂

　
縄
幸
枝
　
坂
内
勝
男
　
丸
山
文
雄

　
栁
下
浩
幸
　
山
田
芳
一
　
山
本
淳
一

　
行
本
住
枝
　
吉
澤
鏡
子

〔
大
和
市
〕
浅
田
紀
子
　
遠
藤
武
夫

　
大
塚
文
男
　
小
倉
幸
子
　
向
後
久
子

　
佐
藤
忠
子
　
薄
田
哲
雄
　
関
口
好
枝

　
武
川
孝
子
　
立
場
サ
チ
子
　
内
藤
邦
男

　
中
丸
由
美
子
　
服
部
ま
す
み
　
峯
一
男

　
宮
内
芳
枝
　
遊
佐
靜
子
　
吉
谷
和
美

　
米
津
正
義

〔
伊
勢
原
市
〕
大
川
房
子
　
齋
藤
絹
江

　
関
根
久
江
　
髙
橋
靜
江
　
田
中
智
子

　
常
盤
政
子
　
安
田
博
美
　

〔
座
間
市
〕
有
山
恵
子
　
岩
脇
英
暸
　

　
大
粒
来
ト
モ
子
　
古
宮
和
子
　
鈴
木
敬
司
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 「あいさつ」から
　　さらなる「繋がり」に期待

●
「
子
ど
も
は
町
の
宝
」
と
い
う

  

想
い
を
継
承
す
る
あ
い
さ
つ
運
動

　
松
田
町
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
自
治

会
の
防
犯
組
織
が
起
源
で
は
な
い
か
、

と
自
治
会
長
を
兼
務
す
る
渋
谷
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
町
民
の
声
か
ら
始
ま
っ
た

活
動
を
、
現
在
ま
で
大
切
に
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

民
児
協
の
事
業
と
し
て
、
現
在
は
学
期

初
め
の
一
週
間
に
交
通
指
導
を
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
は
、
委
員
が
自
主
的
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
毎
日
活
動
す
る
人
も
い
れ
ば
、

週
に
数
回
の
人
も
い
ま
す
。
予
定
が
あ

れ
ば
休
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
毎
朝
、
ど
こ
か
で
誰
か
が

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
松
田
町
。
決
し

て
、
命
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
あ
い

さ
つ
運
動
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
の
は
、
「
子
ど
も
は
町
の
宝
」
と

い
う
町
民
の
想
い
が
継
承
さ
れ
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

●
あ
い
さ
つ
で
人
と
人
と
が

　
つ
な
が
る
地
域
へ

　
毎
日
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
と
、

た
ま
に
休
ん
だ
次
の
日
に
は
「
昨
日
い

な
か
っ
た
ね
」
と
子
ど
も
た
ち
に
心
配

さ
れ
、
ス
ー
パ
ー
で
は
「
防
犯
の
お
っ

ち
ゃ
ん
！
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
自
然
に
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ

て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
小
学
校
１
・
２
年
生
の
下
校
時
間
に

は
、
町
全
体
に
小
学
生
の
生
の
声
で

「
こ
れ
か
ら
下
校
し
ま
す
。
見
守
り
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
放
送
が
流

れ
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
大
人
た
ち
は
、

ほ
ん
の
少
し
意
識
を
し
、
子
ど
も
た
ち

に
会
え
ば
声
を
か
け
る
。
そ
ん
な
町
の

姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

 

「
つ
な
が
り
を
作
り
深
め
て
い
く
と
同

時
に
、
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
も
ら
え

る
方
法
が
、
あ
い
さ
つ
で
す
」
と
笑
い

な
が
ら
話
す
岩
本
会
長
は
、
あ
い
さ
つ

運
動
の
先
に
、
地
域
が
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
未
来
を
見
通
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

（
広
報
委
員

　田
村
正
一
、
金
子 

明) 
　私たちは地域の誰もが周囲の人々から必要とさ
れ、大切にされていると感じられる地域づくりを目
指して民児協活動に取り組んでいます。松田町民
児協の「あいさつ」運動への取り組みは、その大き
な第一歩です。子ども達と「あいさつ」を交わすこ
とを通して、地域の新たな「繋がり」を育み、地域
の人々から大切にされ、必要とされているとの想い
を、子ども達の心に育む活動です。 
　「あいさつ」は、言葉を通してお互いが出会い繋
がる大きな契機(きっかけ)となりますが、「言葉」
以外の「あいさつ」も大切です。話すこと(言語表
現)が苦手な人、他者への緊張が強い人等、様々
な人々が地域には暮らしています。言葉で「あいさ
つ」が返ってこなくても、心の中で、表情やしぐさで

「あいさつ」を受け止め応答している人々が地域に
はともに生活しています。 
　「あいさつ」を、想いと心の伴った「共感と向き
合いの言葉」としたいと思います。 
　地域の人々の生活の中で、出会いや繋がりをよ
り広げていく工夫を考えては如何でしょう。朝の
通学時や下校帰宅の時間に合わせて、地域で昼
間を過ごしている高齢者の方、子育て中の親子、
近隣が誘い合い、買物や散歩に外出する機会にし
てみては如何でしょう。 
　登下校の子ども達との出会いの機会を地域全
域に広げ、「あいさつ」がより多くの近隣、地域の
人々の繋がりへと松田町民児協の「あいさつ」運
動が展開していくことを期待しています。 

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
春
の
褒
章
（
４
月
29
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
小
林
英
樹

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
横
須
賀
市
〕
小
川
貴
美
子

〔
平
塚
市
・
元
〕
飯
田
弘

〔
厚
木
市
〕
渡
邊
治
代

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
鎌
倉
市
〕
平
本
恭
子

〔
大
和
市
〕
平
本
美
惠
子

〔
伊
勢
原
市
〕
若
松
操

〔
綾
瀬
市
〕
二
ノ
宮
要
子

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
】
　

横
須
賀
市
大
津
地
区
民
児
協

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
11
月
22
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
平
塚
市
〕
山
田
信
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
藤
沢
市
〕
石
田
マ
ユ
ミ

〔
逗
子
市
〕
坂
口
敏
子

〔
大
和
市
〕
村
瀬
て
る
代

〔
座
間
市
〕
城
条
洋
子

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
９
月
27
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

茅
ヶ
崎
市
鶴
嶺
東
地
区
民
児
協

座
間
市
民
児
協

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
青
木
啓
子
　
赤
坂
慶
子

　
明
石
和
治
　
穐
本
年
男
　
浅
野
み
つ
江

　
飯
倉
秀
子
　
飯
島
多
加
子
　
池
田
明
　
　

　
石
井
央
　
岩
﨑
和
子
　
岩
堀
武
子

　
臼
井
英
勝
　
江
川
治
雄
　
大
森
惠
子

　
岡
本
照
子
　
小
澤
日
子
　
柏
倉
冨
代
　
　

　
片
山
良
子
　
金
綱
祐
子
　
亀
田
知
明
　
　

　
日
下
マ
チ
子
　
後
藤
郁
子
　
小
林
光
江
　

　
佐
々
木
ま
す
美
　
佐
藤
紀
子
　
篠
原
美
奈

　
志
村
恵
美
子
　
白
石
義
和
　
杉
澤
勉

　
髙
井
久
美
子
　
中
村
紘
一
　
中
村
由
記
枝

　
永
山
宏
子
　
成
川
房
子
　
新
倉
昌
子

　
二
本
木
佳
代
子
　
人
見
美
知
子

　
檜
山
直
春
　
福
本
幸
子
　
舩
山
久
子
　

　
堀
越
君
枝
　
前
川
京
子
　
藥
袋
豊
夫

　
三
冨
陽
子
　
三
村
向
子
　
村
瀬
幸
子

　
森
田
さ
と
子
　
山
下
夫
美
子
　
渡
辺
鉄
巳

〔
平
塚
市
〕
相
原
明
美
　
天
羽
輝
彦

　
飯
澤
典
子
　
今
井
洋
子
　
浦
田
順
一

　
小
原
公
一
　
金
子
香
代
子
　
川
島
辰
治

　
菊
池
一
夫
　
久
保
寺
政
美
　
熊
澤
美
智
子

　
阪
田
十
一
　
鈴
木
幸
子
　
鈴
木
和
嘉
子

　
髙
井
育
子
　
髙
橋
た
つ
子
　
長
岡
津
也
子

　
中
島
淑
子
　
中
村
清
　
長
谷
川
啓
子

　
樋
口
扶
美
　
藤
田
武
　
星
野
節
子

　
松
本
ゆ
き
子
　
三
浦
律
子
　
森
昇
子
　

　
森
山
昭
夫
　
諸
田
艶
子
　
横
川
正
夫

　
和
田
ト
シ
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
久
保
初
代
　
古
河
詔
子

　
小
林
美
智
子
　
重
田
純
子
　
須
藤
冨
ゐ

　
関
正
紀
　
津
村
留
美
　
福
田
靜
子

　
村
上
富
造
　
森
田
裕
美
子
　
山
崎
博
夫

　
山
ノ
上
喜
一
郎

〔
藤
沢
市
〕
阿
部
茂
子
　
天
野
正

　
井
口
今
朝
吉
　
石
井
彩
子
　
大
内
知
子

桜美林大学特任教授
大溝　茂さん
（民生委員・児童委員）

　
大
田
哲
夫
　
長
田
五
十
鈴
　
神
谷
佳
代
子

　
川
口
信
太
郎
　
草
野
多
津
子
　
小
林
一
雄

　
紺
井
和
彦
　
櫻
井
頼
子
　
幸
山
完

　
杉
野
千
鶴
子
　
鈴
木
明
世
　
鈴
木
幸
子

　
田
頭
悠
子
　
髙
根
三
保
子
　
高
橋
美
智
子

　
髙
橋
洋
子
　
武
田
明
子
　
田
中
信
子

　
玉
腰
巳
佳
　
常
泉
孝
子
　
手
塚
明
美

　
外
川
久
美
子
　
戸
板
博
子
　
渡
真
利
康
子

　
冨
田
耕
　
冨
田
三
知
代
　
長
島
ト
ミ
子

　
能
勢
敏
之
　
林
と
も
子
　
原
田
稔

　
福
島
進
　
福
嶋
泰
子
　
藤
田
尚

　
藤
本
冨
美
代
　
本
多
典
子
　
松
田
晴
惠

　
松
本
眞
理
子
　
箕
浦
さ
お
り
　
水
野
三
代
子

　
宮
崎
政
良
　
森
井
賢
一
　
矢
部
喜
美
枝

　
山
本
春
江
　
山
口
武
子
　
山
口
博
子

　
山
下
伊
津
子
　
山
田
德
子
　
和
田
洋
治

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
五
十
嵐
優
子
　
岩
崎
孝
子

　
小
川
三
枝
子
　
菅
野
京
子
　
北
村
佳
代
子

　
久
保
田
昭
二
　
駒
井
博
子
　
佐
藤
典
子

　
髙
田
陽
子
　
三
橋
美
千
子
　
宮
原
澄
江

　
村
松
克
義

〔
逗
子
市
〕
草
栁
ゆ
き
ゑ
　
小
林
明
美

　
髙
津
惠
一
　

〔
三
浦
市
〕
石
井
京
子
　
岩
切
瑠
美
子

　
澤
田
和
男
　
野
沢
昌
子
　
平
野
正
美
　

〔
秦
野
市
〕
安
居
院
美
惠
子
　
石
川
義
雄
　

　
市
原
ち
か
子
　
今
井
節
子
　
大
原
紀
子

　
川
口
廣
司
　
栗
原
幸
一
　
谷
昌
枝

　
中
里
進
二
　
中
村
次
義
　
　

〔
厚
木
市
〕
井
上
敏
昭
　
大
沢
み
き

　
大
塚
清
子
　
大
塚
裕
美
　
小
塩
頼
良

　
小
本
寛
司
　
齊
藤
正
昭
　
坂
内
勝
男

　
佐
藤
由
利
子
　
佐
藤
良
市
　
重
田
春
美

　
島
村
ま
さ
こ
　
鈴
木
と
も
子
　
曾
根
茂

　
縄
幸
枝
　
丸
山
文
雄
　
栁
下
浩
幸

　
山
田
芳
一
　
山
本
淳
一
　
行
本
住
枝

　
吉
澤
鏡
子
　

〔
大
和
市
〕
浅
田
紀
子
　
薄
田
哲
雄

　
遠
藤
武
夫
　
熊
谷
惠
美
子
　
向
後
久
子

　
佐
藤
忠
子
　
白
石
ま
さ
子
　
関
口
好
枝

　
立
場
サ
チ
子
　
内
藤
邦
男
　
中
丸
由
美
子

　
服
部
ま
す
み
　
峯
一
男
　
宮
内
芳
枝

　
遊
佐
靜
子
　
吉
谷
和
美
　
米
津
正
義

〔
伊
勢
原
市
〕
大
川
房
子
　
齋
藤
絹
江

　
関
根
久
江
　
髙
橋
靜
江
　
田
中
智
子

　
常
盤
政
子
　
安
田
博
美

〔
海
老
名
市
〕
石
垣
幸
子
　
梅
田
ひ
ろ
子

　
小
池
一
美
　
佐
久
間
え
い
子
　
守
屋
佐
千
子

〔
座
間
市
〕
有
山
恵
子
　
岩
脇
英
暸
　

　
大
粒
来
ト
モ
子
　
古
宮
和
子
　
鈴
木
敬
司

　
鈴
木
八
千
代
　
千
田
幸
子
　
髙
田
富
美
子

　
土
屋
昭
宏
　
樋
口
善
久
　
古
谷
育
代

　
松
田
幹
江
　
矢
島
由
治
　
𠮷
田
好
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
川
美
代
子
　
加
藤
正
敏

　
武
井
鈴
世
　
古
屋
テ
イ

〔
愛
川
町
〕
甘
利
敦
子
　
石
井
康
弘

　
小
池
滿
晴
　
小
島
重
夫
　
八
木
下
修
治

〔
葉
山
町
〕
鈴
木
鞠
子
　
須
藤
ト
ク
エ

　
徳
岡
昭
夫

〔
寒
川
町
〕
市
本
益
子
　
金
子
由
利
子

　
小
西
悦
子
　
佐
和
橋
み
ど
り

　
高
橋
輪
加
子
　
前
田
久
子
　
山
口
幸
子

〔
大
磯
町
〕
安
藤
憲
和
　
山
田
操

〔
二
宮
町
〕
関
口
和
世
　
西
山
千
鶴
子

　
脇
令
子

〔
大
井
町
〕
浅
倉
初
江
　
菅
谷
美
千
江
　

〔
開
成
町
〕
金
澤
幸
男

〔
箱
根
町
〕
市
川
毅
　
小
川
道
亞

　
小
林
徳
義
　
佐
々
木
匡
子
　
髙
波
節
子

　
星
野
洋
子
　
三
谷
伸
子
　
山
谷
洋
子
　

〔
真
鶴
町
〕
相
磯
礼
子
　
青
木
幸
子

　
宮
西
悦
子
　
脇
山
亞
子

〔
湯
河
原
町
〕
秋
山
こ
ず
枝
　
梅
原
紘
明

　
北
村
敦
子
　
車
谷
眞
理
子
　
鈴
木
き
よ
み

　
髙
杉
正
枝
　
露
木
初
子
　
袴
田
百
合
子

　
橋
本
佳
宏
　
日
野
勝
代
　
室
伏
由
美
子
　

　◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
６
月
11
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
横
須
賀
市
〕
井
澤
與

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
30
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介
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第137号平成31年3月15日 県民児協だより

　人口7,300人余りと小さな自治体ですが、真鶴町民児
協は、“小さな町で、みんなで育てる”をモットーに、子育
て支援をしています。
　平成30年、町で安心して出産や育児を行えるよう、主
任児童委員を中心に「真鶴町子育てガイドブック まなっ
こ」を作成しました。母子健康手帳に始まり、出生届の提
出や児童手当の申請、育児セミナーなどを紹介する内容
です。その中の「子育てマップ」は、子ども連れで楽しめ
るスポットや、子育てをしていくうえで利用できる施設を
まとめて紹介しています。

◆特集　平成30年度受章（賞）者紹介　おめでとうございます
●ひとネットワーク「スクールソーシャルワーカーと委員との関わりと連携」　●「ありがとうのエピソード」
●活動研究レポート「『今だからこそ』つながり作るあいさつ運動（松田町民児協から）」　●通信員だより

　ガイドブックを手にしたお母さんからは、「子育て情報
がそろっているので分からない事があったら開こうと思
います」や「いただいたプリントはファイルに加えて使って
います」などの声が寄せられています。
　育児に関する困りごとの解消には、より身近な地域で
の育児支援が必要です。私たちは、これからも行政や福
祉団体との連携を図りながら、取り組みを続けていきた
いと思います。

（真鶴町民生委員児童委員協議会）

No.137

－支えあう  住みよい社会  地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし
便利に使っていただけたら嬉しいな！

通 信 員 だ よ り

●発行日／平成31年3月15日　●発行人／会長　金子 直勝　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/

　
平
塚
市
民
児
協
で
は
、民
生
委
員
活
動
を
伝
え
る
会
報

「
ひ
ら
つ
か
民
児
会
報
」を
平
成
に
入
っ
て
創
刊
し
、現
在

29
号
を
数
え
ま
す
。当
初
は
民
生
委
員
向
け
で
し
た
が
、

22
号（
平
成
26
年
）か
ら
誌
面
を
一
新
し
、市
民
の
皆
さ
ん

に
も
自
治
会（
町
内
会
）

か
ら
の
回
覧
と
い
う
方

法
で
年
２
回
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
報
作
り
に
は
、

市
民
児
協
と
市
内
23
あ

る
地
区
民
児
協
の
代
表

24
名
が
広
報
部
会
を
組

織
し
担
当
し
て
い
ま
す
。

一
斉
改
選
後
の
初
会
合

で
は
市
の
広
報
紙
「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
を
担
当
す
る
方
を

講
師
に
会
報
作
り
の
基
礎
を
習
い
、編
集
方
針
、取
材
、割

付
、版
下
作
り
ま
で
を
自
分
た
ち
で
担
当
し
て
い
ま
す（
印

刷
は
ネ
ッ
ト
印
刷
を
利
用
）。

　
構
成
は
、市
民
児
協
の
動
向
や「
地
区
民
児
協
だ
よ
り
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
子
育
て
サ
ロ
ン
、高
齢
者
食
事
会
な
ど
各
地

区
で
の
取
り
組
み
を
伝
え
、振
り
込
め
詐
欺
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
へ
の
お
誘
い
な
ど
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
も
掲
載
し
、さ
ら
に
、主
な
会
議
・

研
修
、市
の
動
向
な
ど
も
継
続
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
最
新
の
30
号
（
３
月
発
行
）
は
一
斉
改
選

特
集
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
活
動
記
録
の
結
果
を
基

に
、
日
頃
の
民
生
委
員
活
動
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
企
画

し
て
い
ま
す
。

　
葉
山
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
高
齢
、障
害
、児
童
の
３

つ
の
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
か
ら
高
齢
部
会
の

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一つ
は
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
友
愛
訪
問
で
、

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、お
話
を
し
た
り
坊
主
め
く
り
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ご
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
お
誕
生

日
に
、絵
手
紙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
タ
オ
ル
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。勉
強
会
で
介
護
保
険
制
度
を
学
ん
だ
り
、ケ
ー
ス

会
議
で
悩
み
の
相
談
も
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
介
護
保
険
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
施

設
見
学
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、眺
望
の
良
い
リ
ゾ
ー
ト
型
で

24
時
間
の
医
師
オ
ン
コ
ー
ル
と

看
護
師
常
駐
体
制
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
と
、認
知
症
棟
の
あ
る
身

体
拘
束
廃
止
推
進
モ
デ
ル
施
設

で
、く
も
ん
学
習
療
法
や
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
・
パ
ロ
を
導
入
し
た
リ
ハ

ビ
リ
を
行
う
介
護
老
人
保
健
施
設
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
き
っ
と
出
会
え
な
か
っ
た
、民

生
委
員
の
同
期
や
先
輩
、後
輩
、地
区
の
高
齢
者
の
方
々
等
と

お
会
い
で
き
る
事
は
、民
生
委
員
に
な
っ
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と

で
す
。様
々
な
場
面
で
労
い
や
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
け
る
の
は

嬉
し
く
、人
生
の
先
輩
方
の
お
話
は
勉
強
に
な
り
、今
後
も
活

動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
東
名
大
井
松
田
を
降
り
、一
路
山
北
方
面
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
と
霊
峰
富
士
山
を
正
面
に
、人
口
一
万
三
百
五
十

人
余
り
、世
帯
数
四
千
一
九
四
世
帯
の
山
北
町
が
目
の
前

に
開
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
北
町
民
児
協
は
、５
つ
の
地
区
部
会
と
児
童
部
会
総

勢
37
名
で
構
成
さ
れ
、様
々
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、そ
の
中
で
山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
中
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業「
ふ
き
の
と
う
お
楽
し
み
会
」に
、清
水
三
保
部
会
の
民

生
委
員
児
童
委
員
６
名
が
参
加
協
力
を
し
ま
し
た
。

　
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
世
帯
、高
齢

者
世
帯
を
対
象
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
献
立
と
食
事
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。「
み
ん
な
で
食
べ

る
と
お
い
し
い
ネ
」

と
言
い
な
が
ら
楽
し

い
時
間
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
食
事
の
後
に
余
興
の
時
間
が
託
さ
れ
、20
名
余
り
の
利

用
者
さ
ん
を
前
に
、民
生
委
員
児
童
委
員
６
名
に
よ
る
紙

芝
居
の
熱
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、

自
ら
も
昔
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
人
も
お
り
、懐
か
し
が
る
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
後
、手
遊
び
を
し
た
り
し
な
が
ら
会
場
の
中

に
歓
声
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
活
動
を
伝
え
る

「
ひ
ら
つ
か
民
児
会
報
」へ
の
取
り
組
み

葉
山
町
高
齢
者
福
祉
部
会
の
活
動

〜
色
々
勉
強
し
て
、
日
々
の
活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
〜

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
の

　
　
　
　あ
る
日
の
ひ
と
と
き
!!

通
信
員　

天
羽

　輝
彦

通
信
員　

市
川

　恵

通
信
員　

山
﨑

　み
さ
ゑ

平塚市

葉山町

山北町

市こども家庭課で取材中の広報部会

有料老人ホーム「アシステッドリビンク湘南佐島」で。
他部からの参加者もいます。

紙芝居に気持ちを込める委員。利用者さんは昔を思
い出しながら静かに耳を傾けます。


